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（別紙１）                                            

管理運営状況 評価シート【令和６年度】          

（評価日 令和７年６月９日） 

１ 施設の概要 

施設名 岩手県勤労身体障がい者体育館 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

岩手県盛岡市青山四丁目 12番 31号 

電話 019-645-2187  FAX 019-601-5145 

HP：http://www.echna.ne.jp./~kinrou/  電子ﾒｰﾙ：kinrou@echna.ne.jp 

設置根拠 勤労身体障がい者体育館条例（昭和 52年 3月 26日条例第10号） 

設置目的 
（設置：昭和 52年 3月 29日） 

勤労身体障がい者のスポーツの普及振興を図り、勤労意欲の高揚と福祉の向上を目的とする。 

施設概要 
敷地面積 3,948㎡  建物面積 1,269㎡ 

主な施設 事務室、体育室、トレーニング室、シャワー付更衣室、ロビー、器具室、機械室 

施設所管課 
岩手県文化スポーツ部スポーツ振興課 

（電話 019-629-6797、メールアドレス AK0003@pref.iwate.jp） 

 

２ 指定管理者 

指定管理者名 公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団 

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月 31日（５年間） 

連絡先 
公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団 

総務企画課 TEL 019-641-1218 

 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主な

もの） 

施設の管理運営、自主事業の実施 

 

職員配置、管理 

体制 

４名 （内訳）常勤職員４名 

（令和６年４月１日現在） 

 

組織図            主任主事 

 事業団本部          

        館長     スポーツ指導員(1) 

           事務員(1) 

利用料金 別紙のとおり 

開館時間 午前９時～午後９時 休館日 毎週火曜日及び 12月29日～１月3日 

 

４ 施設の利用状況 

(1)利用者数 
    

(単位：人) 

 
前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 期間平均 

第１四半期 6,206 6,119 6,219 6,368 6,869  6,394  

第２四半期 5,256 3,818 6,176 6,067 6,393  5,614  

第３四半期 5,325 6,356 6,146 6,352 5,994  6,212  

第４四半期 7,223 5,951 6,391 6,867 6,952  6,540  

年間計(実績) 24,010 22,244 24,932 25,654 26,208  24,760  

年間計(計画) 22,893 27,605 27,743 27,881 28,019 28,157 27,881  

 ※ 令和 3年度は、新型コロナの感染拡大により岩手緊急事態宣言が出されたため、8/15～9/16までの 28日間貸出

休止となった。 

  

http://www.echna.ne.jp./%7Ekinrou/
mailto:kinrou@echna.ne.jp
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(２)稼働率     (単位：％) 

 
前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 期間平均 

第１四半期 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  100.0  

第２四半期 80.0 100.0 100.0 100.0 100.0  100.0  

第３四半期 80.0 100.0 100.0 100.0 100.0  100.0  

第４四半期 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  100.0  

年間計（実績） 90.0 100.0 100.0 100.0 100.0  100.0  

 

５ 収支の状況     （単位：千円） 

区  分 
前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 期間平均 

収

入 

利用料金収入 2,972 3,059 3,499 3,582 3,501  3,410  

県委託料 21,684 23,943 24,014 23,949 24,152  24,015  

自主事業収入 0 3 8 11 9  8  

前年度精算額 0 0 0 0 0  0  

小計 24,656 27,005 27,521 27,542 27,662  27,433  

支

出 

人件費 12,343 12,927 13,195 13,400 13,304  13,207  

維持管理費 8,594 9,739 10,273 9,519 9,755  9,822  

事業費 0 0 0 0 0  0  

自主事業費 0 3 6 7 9  6  

諸経費ほか 2,103 2,688 2,714 2,683 2,931  2,754  

小計 22,963 25,357 26,188 25,609 25,999  25,789  

収支差額 1,693 1,648 1,333 1,933 1,663  1,644  

 

６ 利用者の意見等への対応状況 

(1)  利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 

・利用者アンケートの実施(事業団共通) 

・ご意見箱（館内）の設置 

・体育館運営協議会等における意見聴取 

実施 

主体 

・指定管理者（（公財）岩手県スポーツ振興事業団） 

・勤労身体障がい者体育館 

・勤労身体障がい者体育館 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情 1 件、要望 12件、その他  0 件 

主な（苦情）要望等（事業団共通アンケート） 対応状況（事業団共通アンケート） 

 施設・設備の整備に関する要望 

（障がい者トイレへのユニバーサルシート設置、トイレの便座の

高さ改善（便座取り換え）、アリーナ床の整備、高温対策（エアコ

ン設備、スポットクーラー設置）、フリーWi‐Fi 整備、湿度計設

置） 

これらの要望への対応は、県における当施設の長中期的視点

からの維持管理等のあり方の具体的方向により決定されるべ

きものであり、今後の施設・設備の整備の際の参考にさせてい

ただくこととした。 

 事業の企画に関する要望 

（スポーツ教室、ベリーダンス、子供向けイベント、飛び入り参

加できるイベント、精神障がいや発達障がいの人も参加しやす

いイベント、中学校の部活が地域移行することに対する支援

等） 

 今回の要望については、事業団主催事業の企画を検討する際

の参考にさせていただくこととした。 

  

（苦情）夕方からの時間帯で、声や音楽が大きく、子どもが寝ら

れない時がある。 

利用者に対し、周辺住民の迷惑にならないような利用につい

て配慮をお願いしていく。 
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その他利用者からの積極的な評価等 

事業団利用者アンケート（７～８月実施）では、施設の総体的な満足度（満足、まあ満足）が 97%、職員の接客や

応対の満足度も 95～99％の評価をいただいている。また、「いつも丁寧な対応に感謝している」、「電話での対応もわ

かりやすい」などの感想が寄せられている。 

 

７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務  設置目的を効率的かつ効果的に

達成する。 

[利用日、利用時間] 

利用者のニーズに対応し、冬季間（12月～３月）の休館

日（火曜日）のうち、第１、第３火曜日については臨時開

館（13:00～21:00）とした（平成20年度から継続実施）。 

[利用許可状況（申請管理、受付体制） 

岩手県文化・スポーツ施設予約システムの導入（令和５

年度～）、エクセル書式による利用許可申請書、利用許可

書兼領収書の作成業務における電子化（令和元年度～）、

いわて子育て応援パスポート利用者用の申請書様式の制

定（令和２年度～）など、利用者の利用申込みのリアルタ

イム化、申請業務の負担軽減と、職員の大幅な業務効率化

が図られている。 

また、電子回覧によるペーパーレス化の推進など、事務

の効率性と省資源化を図るための事務改善にも積極的に

取り組んだ。 

[公共性、公平性の確保] 

令和６年３月及び８月に障がい者の利用団体に係る日

曜日の利用調整を行うとともに、アンケートで意見要望等

を聴取し、障がい者が利用しやすい施設運営に努めた。 

また、健常者の利用については、利用人数や利用料金の

多寡にかかわらず利用申し込み順による施設利用許可を

行い、施設利用の公平性を確保している。 

 

Ａ 

施設の利用状況 令和６年度管理計画書に定める利

用者数及び利用料収入の目標値を

達成すること。 

[令和６年度] 

利用者数（目標）    

 障がい者    6,784人 

 一般利用者  21,235人 

 合計     28,019人 

利用料収入 3,095,000円 

 

 

 

 

 

[令和６年度] 

利用者数 

障がい者   5,918人(目標値比較 ▲ 12.8％) 

一般利用者  20,290人(目標値比較 ▲ 4.5％) 

合 計      26,208人(目標値比較 ▲ 6.5％) 

利用料収入 3,500,790円(目標値比較 13.1％増) 

利用者数は目標値を下回ったが、前年度からは増加して

いる。個人利用者の増加などにより、コロナ禍前の状況に

回復してきているものと考えられる。 

なお、利用料収入は料金改定等により計画を上回った。 

 

※ 第Ⅳ期指定管理期間（R3～R7）における目標値との比

較は、最終年度（R7年度）に行う。 

Ｂ 

施設の維持管理

状況 

 施設設備の維持管理等の業務を

適切に行う。 

 公有財産及び備品を適切に管理

する。 

・法令点検及び保守点検業務は、実施業務及び実施予定時

期を一覧表に整理して進行管理を行い、適時・適切な業務

執行に努めた。 

・日常点検及び月例点検を点検様式に基づき計画的に実

施し、異常箇所は施設現況調書（異常内容、応急措置、予

Ａ 
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算要求の状況、現況写真）に整理して全職員で情報共有を

行うと共に、速やかに自前修繕又は専門業者による修繕を

実施し、施設設備の維持保全と適正管理に努めた。 

・備品管理については、備品台帳を常に最新のものに更新

するとともに、最新確認年月日、確認者職・氏名、確認印

を明示した表紙を作成し、適正管理と責任体制の明確化を

図った。 

 

記録等の整理・

保管 

管理に係る各種帳票書類を適正に

整理・保管する。 

指定管理者が作成した帳簿書類はすべて適正に整理・保

管している。 

ア 事務室内のキャビネットに通し番号を表示して書類

を分類保管するとともに、個人情報を含む書類は施錠可

能なキャビネットで適正に保管管理している。 

イ 令和元年度からの保管文書は、ファイル管理簿により

簿冊に通し番号を記載して一括管理し、全職員で情報共

有が図られている。 

ウ 保存年限を過ぎた文書の処分に当たっては、事前決裁

を経て適正に廃棄・焼却処分をしている。 

 

Ｂ 

自主事業、提案

内容の実施状況 

施設の設置目的に沿った、利用促

進に繋がる方策に基づき事業を実

施する。 

 

 

 

 

【自主事業】 

障がい者スポーツの普及と施設の利用促進をはかるた

め、「レクスポ体験会」等、予定していた６事業全てを実

施した。 

・パラリーナ杯卓球バレー交流大会2024（11/3） 

・フロアバレーボール交流会（11/10） 

・レクスポ体験会（11/23）※会場：県営体育館 

・ソーシャルフットボール交流会（12/15） 

・車いすバスケットボール体験会（12/22） 

・アーチェリー体験会（2/16） 

 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点：施設の維持修繕に迅速に対応しており、利用者の安全に十分に配慮し、適切に業務が遂

行された。 

・改善を要する点：特になし。 

 

Ｂ 
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(2) 運営体制等 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制  各業務に適した職員を適正に配置

する。 

管理計画書のとおり、防火管理者、体育教

諭、障害者スポーツ指導員の有資格職員を配

置し、管理運営を円滑に実施した。 

Ｂ 

苦情、要望対応体制 利用に関する各種問い合わせや要

望及びトラブル等の対応を適切に行

う。 

・「岩手県スポーツ振興事業団クレーム対応

要綱」により苦情に適切に対応することとし

ている。 

なお、令和６年度は苦情が１件あった。 

〔苦情：１件〕 

また、利用者アンケートを７月～８月に実

施し、管理運営業務の参考とした。 

総体的満足度 97％（満足、まあ満足） 

職員への意見・要望は特になく、感謝の内

容の感想が寄せられている。 

 

Ｂ 

危機管理体制（事故、

緊急時の対応） 

災害時・緊急時の対応や、防犯・防

災対策として、マニュアルの作成や訓

練を行う。 

・「岩手県スポーツ振興事業団危機管理対応

要綱」及び「身体障がい者体育館危機管理

マニュアル」に基づき取り組んでいる。 

・非常連絡訓練（５月）、消防訓練を２回（５

月、11月）に実施し、有事の際に対応でき

るよう確認を行った。 

・〔事故等：なし〕 

 

Ａ 

コンプライアンスの

取組み、個人情報の取

扱い 

基本協定に基づく秘密の保持、個人

情報の保護及び法令順守の確保。 

 個人情報に関する書類について、 

適切に管理する。 

・岩手県スポーツ振興事業団「職員コンプラ

イアンス・マニュアル」により関係法令の

遵守に取り組んでいる。 

・毎月１回、「館内職員打合せ」の際に、コン

プライアンスの徹底に努めている。 

・全職員が誓約書を提出し、個人情報の適切

な管理に取り組んでいる。個人情報が含ま

れる文書はシュレッダーによる廃棄処分

を、また、文書は鍵の掛る脇机等で保管し

ている。 

・〔事故等：なし〕 

 

Ｂ 

県、関係機関等との連

携体制 

基本協定に基づき、近隣住民や関

係機関との協力連携に努め、良好な

関係を維持する。 

・随時、報告、連絡、協議等を行い、円滑な

運営を行っている。 

・体育館運営協議会（委員：県、盛岡市、障

がい者団体、利用グループ、ふれあいラン

ド岩手、地元町内会等）の会議を令和６年

11月に開催し、ここで出された意見・提言

を踏まえ、利用促進と運営の改善に取り組

んでいる。 

 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点：非常連絡訓練や消防訓練等を実施し、危機管理体制の構築に努めている。 

コンプライアンス研修を実施し、個人情報の管理に取り組んでいる。 

・改善を要する点：特になし。 

 

Ｂ 
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(3) サービスの質 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 管理運営業務仕様書に基づく運営業

務において、利用者の高い満足度が図

られていること。 

・使用許可、利用料金の徴収 

・施設利用案内 

・受付・対応業務 

・自主事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

達成されている。 

・利用者アンケート（７～８月実施）では、

施設の総体的な満足度及び窓口対応の満

足度が 97％（満足、まあ満足）であった。 

・平成元年度に使用許可申請業務の電子化

を図ったことに伴い、窓口での使用許可申

請に要する時間の大幅削減が図られてい

る（1申請あたり 30秒程度）。 

・毎月、ホームページ及び館内で「拾得物（未

返還物品）の公表（拾得物一覧・拾得物写

真）を行い、拾得物の適正管理と未返還物

品の削減に取り組んでいる。 

・職員等は利用者の利用前後に積極的に挨

拶を行うなど、利用者から親しみを感じて

いただける施設づくりに努めた。 

・令和 5年度より予約システムが稼働し、利

用者自身で予約できるほか、予約状況がリ

アルタイムで確認できるようになった。 

また、施設の予約状況を館内の掲示板に掲

載したほか、受付窓口に持帰り用の予約状

況一覧表を置くなど、予約状況の情報提供

に努め、利用促進を図った。 

・感染症予防対策として空気清浄機を、夏季

の熱中症対策として気化式冷風機を導入

し、厳しい利用環境下での施設の利用促進

に努めた。 

・事業団主催の接遇研修やコンプライアン

ス研修等に職員が参加して研鑽を積むこ

とにより、安全で快適な施設運営に努め

た。 

・自主事業は、「レクスポ体験会」等、６事業

全てを実施した。 

・障がい者及び健常者の参加による自主事

業を通じて、障がい者と健常者との相互交

流を図った。 

・季節の花を植栽したプランターを設置し、

施設の環境美化にも積極的に取り組んだ。 

Ａ 

利用者アンケート等 定期的にアンケート等を実施して、使

用者の意見要望等を把握し、その結果

を管理運営業務に反映させること。ま

た、反映状況を県へ報告すること。 

・7月、利用者アンケート実施（県スポーツ

事業団主催（共通アンケート） 

・体育館運営協議会（委員：県、盛岡市、障

がい者団体、利用グループ、ふれあいラン

ド、地元町内会等。）の会議を令和６年 11

月に開催し、ここで出された意見・提言を

踏まえ、利用促進と運営の改善に取り組ん

でいる。 

・意見要望等に対応した施設、設備の修繕状

況等については、管理運営定期報告により

報告している。 

Ａ 
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（施設所管課評価） 

・成果のあった点：感染症及び熱中症の予防対策、体育館運営協議会での意見等を踏まえた改善に取り組み、

施設の利用促進に努めている。 

・改善を要する点：特になし。 

 

Ａ 

 

(4) サービス提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 管理運営計画における収支の積算

に対する収支実績が適正である。 

予算執行は、利用者の利便性の向上と円滑

な施設運営に資するよう、効率的かつ計画的

な執行に努め、適切に行っている。 

 

Ｂ 

指定管理者の経営状

況 

経営基盤が安定しており、計画に沿

った管理を行う能力を有している。 

当事業団は借入金及び貸付金はなく、健全

な経営を行っている。 

 

Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点：法人の健全な経営を維持し、支障なく施設運営が行われている。 

・改善を要する点：特になし。 

Ｂ 

 

（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 

Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理がなされている。 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 

Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである。 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する。 

 

８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

・予約システムの利用者登録に出来るだけ誘導することにより、予約の電話での受付が減少し、職員の事務の軽

減につながった。 

・障がい者優先の利用調整を行う取組みにより、障がい者（団体・個人）の定期的な利用が図られた。 

・一般利用者については、大学や中高生の部活動での継続利用の促進や利用拡大、トレーニング室の利用拡大に

取り組み、計画値を上回る利用料金収入を得ることができた。 

・施設利用者のニーズに対応して冬期間の臨時開館を継続実施し、利用者の満足度の向上と利用者数増加に努め

た。[※12月から 3月までの定期休館日（火曜日）のうち、第一・第三火曜日を臨時開館] 

・障がい者スポーツの普及振興と相互理解の増進を図るため、「卓球バレー」など、障がい者と健常者が交流でき

るような自主事業の提供に取組んだ。 

・修繕が必要な施設の早期補修と記録管理の徹底（点検日・点検者・現況写真）により、利用者の安全な利用環境

の整備に努めた。 

 

 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

平成 30年度に耐震改修等工事を実施したものの、当初建設（昭和 51年度）から 48年経過、大規模改修（平成

4年度）から 32年が経過し、施設・設備の経年劣化による不具合が顕著になっている。 

日常点検・定期点検の励行により安全・安心な施設維持に努めているが、毎年の修繕費では対応できない多額

の予算が必要となる緊急性の高い修繕箇所もあり、施設維持に苦慮している。 
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③ 県に対する要望、意見等 

県に修繕をお願いしたい箇所は下記のとおりであり、施設利用者の安全確保及び利便性の向上のため、計画的

な改修工事の着手をお願いしたい。 

  [主な修繕必要箇所] 

   ア アリーナ照明器具LED化工事（水銀灯生産中止に伴うＬＥＤ化推進） 

   イ 玄関自動ドア改修工事（スチール部分の腐食等による不具合防止） 

   ウ アリーナギャラリーへの防球ネット設置工事（施設職員の労災事故防止対策） 

   エ アリーナ床研磨・塗装工事（床面の経年劣化） 

   オ ロビー・廊下のタイル張替工事（床タイルの剥離・亀裂、段差等解消） 

   カ トイレ洋式化改修（利用者の利便性の向上） 

   キ 外壁等補修・塗装工事（塗装剥離、モルタル亀裂等） 

 

 

(2) 県による評価等 

①  指定管理者の運営状況について 

 利用サービス向上に向けて、様々な工夫を施し、利用者及び利用料収入の増加に努め、創意工夫を凝らしなが

ら施設運営を行っている。 

 

②  県の対応状況について（自己評価） 

経年劣化等による施設の修繕については、引き続き予算の確保に努めるとともに、修繕の確実な遂行を通じて

利用者の安全確保を図りたい。 

今後も指定管理者と連携しながら、管理運営に関する問題の解決に努める。 

 

③ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

   施設設備の老朽化が進んでいることから、施設の長寿命化を図るよう計画的に維持修繕に取り組む必要があ

る。 

 

 

９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

なし 

 

 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日： 年 月 日） 

 

 

 

改善状況の確認 

（再評価年月日  年  月  日） 

 

 

 

 

  



- 9 - 

 

 

岩手県勤労身体障がい者体育館利用料金 

表１ 施設の利用料金  

区   分 

普通利用料金 
特別利用料金 全館貸切使

用 
区分使用 個人使用 

1 時間までごと
に 

1区分1時間 
までごとに 

1人4時間 
までごとに 

 

入場料
等を徴
収しな
い場合 

アマチュアス
ポーツに使用
する場合 

学生及び生徒 円 
950 

円 
540 

円 
80 

休日割増料 
 日曜日、土曜日、国民の
祝日に関する法律(昭和
23 年法律第 178 号)に規
定する休日、12 月 29 日
から 31 日までの日並び
に 1月 2 日及び 3 日に、
その他の催しに使用する
場合においては、普通利
用料金の額の 2 割に相当
する額(100 円未満の端数
は、切り上げる。) 
 
 

一般 1,900 950 90 

その他の催しに使用する場合 5,560 2,780  

入場料
等を徴
収する
場合 

アマチュアス
ポーツに使用
する場合 

学生及び生徒 1,560 780  

一  般 2,640 1,320  

その他の催しに使用する場合 8,700 4,350  

 
備考  「入場料を徴収する場合」とは、入場料、会費若しくはこれらに類する料金を徴収する場合又は営業の宣伝そ

の他これに類する目的をもって催しを行う場合をいい、「入場料等を徴収しない場合」とはそれ以外の場合をい
う。 

 
表２ 附属の施設又は設備の利用料金 

  
 
表３ 条例第３条の規定による許可を受けた場合の利用料金  
   

１人１時間までごとに210円 
 

区  分 アマチュアスポーツ 
に使用する場合 

その他の催しに 
使用する場合 

トレーニングルーム 1時間までごとに 
円 

210 
円 

420 
放送設備 1時間までごとに 260 600 

バスケットボール用具 1式 1時間までごとに 140 300 

バレーボール用具 1式 1時間までごとに 30 70 

バドミントン用具 1式 1時間までごとに 30 70 

卓球用具 1式 1時間までごとに 70 130 

アーチェリー用具 1式 1時間までごとに 80 160 

テニス用具 1式 1時間までごと 40 90 

ゲートボール用具 1式 1時間までごとに 40 90 

ハンドボール用具 1式 1時間までごとに 40 90 

フットサル用具 1式 1時間までごとに 40 90 

いす(1人用) 1脚 5時間までごとに 20 40 

机 1個 5時間までごとに 30 70 

電気料及び暖房料 電気を使用する場合又は暖房を使用する期間においては、実費を基準として知事が定める額 

別 紙  


